
Ⅰ  はじめに
小学校第 5 学年理科の「メダカのたんじょう」（啓林
館 2017），小学校第 6 学年理科の「食べ物を通した生物
のつながり」（啓林館 2017），中学校第 1 学年理科の「水
の中の小さな生物」（啓林館 2017）において，淡水プラ
ンクトンとしてミジンコが出てくる。しかし，現小学校
第 5 学年の「水中の小さな生物」が，平成 29 年告示の
小学校学習指導要領（文部科学省　2018）では，第 6 学
年「食べ物による生物の関係」へ移行する。この移行に
より，生物教材を扱う時期が 5 月下旬から 6 月下旬へと
約 1 ヶ月遅くなる。兵庫県の湖沼において，ミジンコは 
3 月頃から出現し 5 月頃まで見られるプランクトンであ
るが，単元の移行により，兵庫県南部の暖かい地域では
水温の上昇とともにミジンコの入手が難しくなると予
想される。また，都市部ではミジンコが生息できるよう
な池は少なく，あったとしても安全性の面から周辺に
フェンスなどが張り巡らされ，中に入ることができない

ことが多い。
ミジンコは，食物網におけるキーストーン種であり，
成虫の体長も 2 mm ～ 3 mm と目視で確認できるため，
児童・生徒にぜひ観察させたいプランクトンである。そ
こで，ミジンコの生息時期に採集し，学校で容易に飼育
できれば，6 月下旬の単元でも児童に観察させることが
でき，プランクトンに対する興味・関心を高めることが
できると考えられる。しかし，実際の学校現場でミジン
コを飼育する方法は具体的には確立されておらず，学校
で手軽にミジンコを飼育し授業に用いることは難しい
と考えられる。
そこで，本研究では，実際の学校現場でも簡単に飼
育できるようなミジンコの簡易飼育法を提案すること
を目的とした。研究室でのミジンコ飼育には，飼育水
として OECD（Organisation for Economic Cooperation and 
Development；経済協力開発機構）テストガイドライン 
211（2012）のミジンコ急性遊泳阻害試験に使用され
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　ミジンコは，淡水生態系においてのキーストーン種であり，小学校，中学校における自然界のつながりの単元で必ず
出てくるプランクトンである。 ミジンコは季節を問わずいつでも入手できるとは限らず，特に都会の学校では，一度入
手すると学校で飼育しておきたいプランクトンである。 ミジンコを学校で飼育することができれば，日々のミジンコの
様子や成長の過程を観察することができ，児童・生徒のプランクトンに対する興味・関心が高まると考えられる。 しかし，
ミジンコを飼育するための飼育水や餌を学校で用意することは難しく，手軽にミジンコを飼育し授業に用いる方法は確
立されていない。 そこで，本研究では，できるだけ身近で入手でき，実際の学校現場でも簡単に飼育できるようなミジ
ンコの飼育水および餌を提案することを目的とした。
　本実験では，（1） 飼育水としてのお茶の有用性についての検討，（2） 飼育水としてのお茶の濃度の検討，（3） 餌として
の酵母（ドライイースト）の検討の３つを行った。ミジンコの生存数，産仔数などを比較し，学校現場におけるミジン
コ飼育に最適な条件の検討を行った。
　その結果，D. pulex  ，D. similis  の両種の飼育に適したお茶は，生茶であった。 また，生茶の濃度は，D. pulex  では 200 
倍希釈，D. similis  では 100 倍希釈が最も飼育に適していた。酵母についてはクロレラの代用として使用可能であり，2 
日に 1 回餌を与えた場合と実験開始日にまとめて餌を与えた場合とでは 2 日に 1 回餌を与えた場合のほうが生存率は高
かった。
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る Elendt M4 （以下 M4 飼育水と記す）を用い，餌とし
てクロレラを与えている。ミジンコはこの M4 飼育水
で水温 20 ℃，長日条件下（14 時間明：10 時間暗，以
下 L14:D10 と記す）で安定して生育している。しかし，
M4 飼育水を作るためには多数の試薬が必要であるこ
と，生クロレラは冷蔵で約１ヶ月間しか保存できないこ
となど，煩雑さと費用の面から学校現場でそれらを準備
することは難しい。 
身近なものを使ったプランクトン飼育の代表的なも
のとして，生茶（キリン）を使ったゾウリムシの飼育が
ある（石水ら 2008）。 生茶と水を 2：3 の割合で混ぜて
培養液とし，100ml の培養液に米粒 2粒とゾウリムシを
入れ 1 週間ほど放置すると，大量のゾウリムシが発生す
る。 また，生茶以外のお茶や酵母などもプランクトン
の飼育に適していると言われているが（鈴木 2010, 針山
ら 2012），その分量などは曖昧で最適な条件は明らかと
なっていない。そこで，市販されているお茶を飼育水と
して用い，クロレラの代わりに細胞の大きさや形状が似
ている酵母を餌として与え，代用可能かどうか検討し
た。実際の学校現場で飼育することを想定して，長生き
すること，手間がかからず飼育できることに重点を置き
検討した。

Ⅱ　材料と方法
A　実験材料
加東市平池の北小池から 2015 年 2 月 5 日に採取し，

研究室内で継代飼育していたDaphnia pulex（Hiraike 
strain）及び 2015 年 6 月 11 日に採取し，研究室内で継
代飼育していたDaphnia similis（Hiraike strain）を使用し
た。兵庫県内の溜池でよく見られるこの 2 種に関しては
既にライフサイクルが決定されており（笠原ら　2018），
本実験では 2 種ともに雌のクローンを用いた。 
B　実験方法

（1）継代飼育
ミジンコの継代飼育は，遠心チューブ （IWAKI）に 

50 ml の M4 飼育水を入れ，室温 20 ℃，光周期は長日
（ L14：D10），光量 1076 lxの条件下で行った。餌として，
生淡水産クロレラ（日海センター）を用いた。室温，光
周期，光量は以下（2）， （3）， （4）の実験においても同様
とした。

（2）各種お茶での飼育実験
おーいお茶（伊藤園），綾鷹（日本コカ・コーラ），伊
右衛門（サントリー），生茶（キリン），麦茶（伊藤園），
胡麻麦茶（サントリー）の 6 種類のお茶を使ってミジン
コを飼育した。 おーいお茶，綾鷹，伊右衛門，生茶はペッ
トボトルのお茶の中で日本で生産数の多い 4 種であり，
麦茶，胡麻麦茶はゾウリムシの飼育に適しているという
ことから選んだ。各種お茶を汲み置き水で 100 倍希釈し

た溶液 250 mlに，産仔後 24 時間以内の仔虫を 5 匹入れ，
生存数，総産仔数，休眠卵の有無を比較した。 コントロー
ルとして汲み置き水 250 mlで仔虫 5 匹を飼育した。飼
育容器は広口 T 型瓶 300 ml パッキン付き（アズワン株
式会社）を用いた。また，どの条件においても餌は与え
なかった。 実験は 30 日間行った。

（3）各生茶濃度での飼育実験
ミジンコ飼育に最適な生茶濃度の検討を行うために，
生茶濃度を，50 倍，100 倍，200 倍，500 倍，1000 倍希
釈の 5 種類で比較した。 コントロールとして汲み置き
水を使用した。 生茶を汲み置き水で各種濃度に希釈し
た溶液 50 ml に産仔後 24 時間以内の仔虫を 1 匹入れ，
生存数，産仔数，休眠卵の有無を比較した。 飼育容器
は 50 ml 遠心チューブ （IWAKI） を用いた。 実験は 1 条
件につき 5 個体（汲み置き水については 3 個体）行った。 
また，どの条件においても餌は与えなかった。 実験は 
30 日間行った。

（4）酵母（ドライイースト）を餌として用いた飼育実験
餌としてクロレラの代わりに酵母（ドライイースト）
を与えて飼育を行った（図１）。D. pulex  では , 生茶を
汲み置き水で 200 倍， D. similis  では 100 倍の濃度に希釈
した溶液 50ml に産仔後 24 時間以内の仔虫を 1 匹入れ，
生存数，産仔数，休眠卵の有無を比較した。 飼育容器
は 50 ml 遠心チューブ （IWAKI） を用いた。 実験は 1 条
件につき 5 個体行った。研究室で餌として与えている
クロレラは，顕微鏡（CX21 － HKS オリンパス）を使っ
て数えたところ , 0.01 mm2 あたり約 80 個であった。 本
実験では，それとほぼ同じ密度となるように汲み置き
水 50 mlにドライイースト 0.1 gを溶かして調節したも
のを餌とした。酵母の餌を 2 日に 1 回 , 5 μ l ずつ与え
た場合と，実験開始日にのみ 40 μ l 与えた場合の 2 条
件で行った。実験は 30 日間行った。

Ⅲ　結果
（1）飼育水としてのお茶の有効性について
飼育水としてお茶が代用できるかどうか検討した。 
生存数に関して，D. pulex  では，生茶での飼育で 16 日
目まで 5 個体が生存し，綾鷹での飼育で 23 日目まで 4 
個体が生存した。生茶，綾鷹，伊右衛門での飼育におい

クロレラ 酵母

図1 ミジンコの餌としてのクロレラと酵母の比較
図 1　ミジンコの餌としてのクロレラと酵母の比較
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て，実験終了日の 30日目まで 3個体が生存した（図２）。 
D. similis  においては，生茶と伊右衛門での飼育で 4個
体が 20 日目まで生存し，生茶では 1 個体が実験終了日
の 30 日目まで生存した（図３）。
5 個体の 30 日間の総産仔数を比較したところ，D. 

pulex においては，綾鷹で 38 匹，生茶で 32 匹，伊右衛
門で 21 匹，麦茶で 2匹であった。おーいお茶，胡麻麦
茶，汲み置き水では産仔は見られなかった（図４）。D. 
similis  においては，生茶で 23 匹，綾鷹と伊右衛門で 22
匹の産仔が見られた。おーいお茶，麦茶，胡麻麦茶，汲
み置き水では産仔は見られなかった（図４）。
休眠卵に関しては，D. pulex  において，おーいお茶で

17 日目に 1 個産出された。それ以外では産出は見られ
なかった。 D. similis においては，生茶で 16 日目に 2個，
伊右衛門で 16 日目に 1個産出された。それ以外では産

出は見られなかった。
（2）飼育水としての生茶濃度について
ミジンコにとってより最適なお茶濃度の検討を行っ
た。 D. pulex においては，200 倍希釈の濃度が最も長期
間個体数を維持していた。19 日目まで 5個体が生存し，
24 日目まで 1個体が生存した（図５）。D. similis  におい
ては，100 倍希釈の濃度が最も長期間個体数を維持して
いた。 25 日目まで 5個体が生存した（図６）。
産仔数に関しては，D. pulex  においては，100 倍，500
倍，1000 倍の濃度では産仔がなかった。 50 倍の濃度で
は 19 日目に 1個体において 1匹の産仔が見られ，他の
4個体では産仔が見られなかった。 200 倍の濃度では，
1個体において 11 日目と 13 日目に 1匹ずつ産仔が見ら
れ，他の 4個体では産仔が見られなかった。 D. similis  
においては，50 倍，200 倍，500 倍，1000 倍の濃度では
産仔が見られなかった。 100 倍の濃度では 1個体におい
て 10 日目に 1匹，また別の 1個体において 11 日目に 2
個体の産仔が見られた。 他の 3個体では産仔が見られ
なかった。
休眠卵に関しては，D. pulex  においては，200 倍，

500 倍，1000 倍の濃度では産出されなかった。50 倍の
濃度では，1 個体にのみ 11 日目に産出された。100 倍
の濃度では，1個体において 17 日目に産出された。 D. 
similis においてはどの濃度でも産出されなかった。

（3）餌としての酵母について
餌として酵母（ドライイースト）が代用できるかど
うか検討した。 生存数に関しては，D. pulex  ，D. similis  
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図 5　D. pulex  をそれぞれの生茶濃度で飼育した時の生存数

図 ６　 D. similis  をそれぞれの生茶濃度で飼育した時の
生存数
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図６ D. similis をそれぞれの生茶濃度で飼育した時の生存数

0

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

個
体

数
（
匹

）

飼育日数（日）
50 100 200 500 1000倍希釈 倍希釈 倍希釈 倍希釈 倍希釈
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ともに 2日に 1回，定期的に餌を与えたほうが生存数は
多く，3個体が 30 日間生存した（図７，図８）。
産仔数に関しては，5個体の 30 日間での総産仔数の
平均を比較した。 D. pulex  においては，2日に 1回餌を
与えた場合で 6.8 匹，実験開始日にのみ餌を与えた場合
で 20.6 匹産仔した。 D. similis  においては，2日に 1回
餌を与えた場合で 19.2 匹，実験開始日にのみ餌を与え
た場合で 10 匹産仔した。 D. pulex  とD. similis で総産仔
数に違いが見られた。
休眠卵に関しては，D. pulex  においては 2日に 1回餌
を与えた場合，16 日目に 4 個体において休眠卵 1個が
産出され，19 日目に 2 個体において休眠卵 1個が産出
され，21 日目に 1 個体において休眠卵 1個が産出され
た。 また，実験開始日にのみ餌を与えた場合，13 日目
に 2 個体において休眠卵 1 個が産出され，16 日目に 1
個体において休眠卵 1個が産出され，18 日目に 1 個体
において休眠卵 1個が産出された。 D. similis  において
は 2日に 1 回餌を与えた場合，11 日目に 1 個体におい
て休眠卵 1個が産出された。 また，実験開始日にのみ
餌を与えた場合，14 日目に 1 個体において休眠卵 1個
が産出された。
　

Ⅳ　考察
本実験は，学校現場で可能なミジンコの簡易飼育法に
ついて検討した。 まず，飼育水については，汲み置き
水のみでは両種とも生きられないが，お茶を利用すると

餌無しの状態でも約１ヶ月は生存することがわかった。
これは忙しい教員の手間を考えると，いつでも入手可能
で水換えの必要がないため，とても有用であると思われ
る。お茶の種類に関しては，生存数と総産仔数から，両
種とも生茶，綾鷹，伊右衛門が候補として挙げられるが，
伊右衛門は季節により成分が異なるため不向きであり，
生茶と綾鷹を比べた場合，両種共に 30 日間生存できた
のが生茶であったため，生茶が最も適していると考えら
れる。お茶の希釈率に関しては，D. pulex  で 200 倍希釈
が最適濃度であり，D. similis では 100 倍希釈が最適濃
度であった。D. pulex とD. similis  の体長を比較した場
合，D. similis  の方がD. pulex  より大きく（田中・牧田　
2017）, そのため最適希釈率が異なった可能性がある。
餌に関しては，学校現場でクロレラを購入することは
手間と予算を考えると難しく，その代用として細胞の大
きさが同じくらいであり，入手しやすい酵母（ドライ
イースト）の利用を検討した。ミジンコの寿命は 3～ 4
週間と言われており（花里　1998），両種とも酵母を餌
として与えた場合に 30 日間の生存が可能であったこと
から， M4 飼育水やクロレラの代わりに生茶と酵母を用
いてミジンコを飼育することは十分可能であると考え
られる。この場合，実験結果からは，餌は定期的に与
えたほうが生存数は多いことがうかがえるが，実験開
始時に餌を多めに与えておいても，２週間ぐらいまで
は半数は生存しているため，学校現場では，１週間お
きに餌を与えても飼育可能であると思われる。学校で
実践する場合， 1 回に与える餌の量を少なくして児童生
徒に定期的に餌やりをさせるか，飼育期間に必要だと
考えられる餌の量を実験開始日に教員がまとめて与え
ることも可能である。また，生茶の濃度は，D. pulex  で
200 倍，D. similis  で 100 倍希釈が飼育に適しているとい
う結果だったが，より操作を簡略化するために，ペッ
トボトルのキャップを使用する方法も考えられる。 ペッ
トボトルのキャップには，約 7.5 mlの溶液が入る。汲
み置き水 500mlとキャップ 3分の 2（約 5 ml）で飼育水
の濃度は約 100 倍希釈となり，理想条件に近い濃度とな
る。操作の簡易性からも飼育水の作成にはペットボトル
のキャップを用いることが望ましい。さらに，餌なしで
生茶を使ってミジンコを飼育した場合，産仔が少なかっ
たことから，夏休みなどの長期休暇において高密度状態
になることなく長期間の飼育が可能であると思われる。
今回の実験では，日長と温度を一定として行ったが，
今後，学校現場を想定した日長（日当たり）や温度差の
影響も調べていく必要がある。
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